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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第２四半期連結
累計期間

第77期
第２四半期連結
累計期間

第76期

会計期間
自　平成26年12月１日
至　平成27年５月31日

自　平成27年12月１日
至　平成28年５月31日

自　平成26年12月１日
至　平成27年11月30日

売上高 （千円） 27,516,536 26,844,987 55,422,679

経常利益 （千円） 488,157 338,239 694,596

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する当期

純損失（△）

（千円） 210,173 95,002 △143,787

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 534,967 △130,918 261,874

純資産額 （千円） 17,734,240 17,071,346 17,358,667

総資産額 （千円） 39,695,736 36,891,954 38,040,819

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 6.22 2.83 △4.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.7 46.3 45.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 725,542 151,057 2,448,856

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △104,624 △257,381 △337,887

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △566,235 △201,507 △1,734,837

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,073,054 4,105,221 4,382,506

 

回次
第76期

第２四半期連結
会計期間

第77期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成27年３月１日
至　平成27年５月31日

自　平成28年３月１日
至　平成28年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.15 1.59

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は次のとおりであります。

 

（化学品事業）

当第２四半期連結会計期間より、弘塑電子設備（上海）有限公司、Tokyo Kakoki Co.,Ltd.(Cayman)の重要性が増

したため、連結の範囲に含めております。

 

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成27年12月1日～平成28年５月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢

の改善がみられるなど緩やかながら回復基調となりました。一方、世界経済は、中国を始めとするアジア諸国経済や

資源国等の景気のさらなる下振れや欧州での地政学的リスクの影響など先行きは不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループでは、さらなる成長と企業価値の向上を目指し、創業111周年を迎える2025

年11月期へ向けた中長期ビジョンを策定するとともに、その第１次となる３カ年の中期経営計画を策定し、各事業で

の主要施策の展開に注力してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は268億４千４百万円（前年同期比2.4％減）、営業利益は３億３千

１百万円（同16.8％減）、経常利益は３億３千８百万円（同30.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は９千

５百万円（同54.8％減）となりました。

 

次にセグメントの概況につきご報告申し上げます。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み換えた数値で比較しております。

 

医薬・FC事業

医薬品および医薬品原料市場におきましては、政府の後発医薬品使用促進策によりジェネリック医薬品の需要が引

き続き拡大基調にあり、それに伴いジェネリック医薬品原料の需要や安定供給に向けた各社の設備投資も増加してお

ります。また一般用医薬品原料は、ドリンク剤の需要が低迷する一方、ビタミン剤などのリニューアル効果により上

昇傾向にあります。

このような状況のもと、医薬品原料分野では、後発医薬品の市場拡大・安定供給対策の好機を捉え、既存および新

規顧客向けジェネリック医薬品原料の拡販活動を積極的に進めてまいりました。さらに、新薬メーカーには長期収載

品用の安価な原料や中間体の提案、一般用医薬品メーカーには、ビタミン剤のリニューアルに伴う新規原料提案に取

り組んでまいりました。その結果、ジェネリック医薬品原料、一般用医薬品原料とも既存並びに新規原料の販売が大

幅に伸長いたしました。

医薬品分野では、安定供給を目的とした設備投資、生産効率の改善活動を推進するとともに、主要外皮用剤を中心

に、調剤薬局、DPC病院等の医療機関における積極的な情報提供活動に取り組んでまいりました。その結果、抗真菌

剤をはじめとする主力外皮用剤全般の売上げが大幅に伸長いたしました。

また利益面につきましても、製造原価の低減や高利益率の新規原料の採用に加え、先行開発費・物流費・広告宣伝

費等の削減により営業利益も大幅に伸長いたしました。

以上により、当事業全体の売上高は102億３千４百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益は６億１千３百万円（同

20.4％増）となりました。
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HBC事業

ドラッグストア・薬局・薬店を主とした小売店での健康食品・化粧品・一般用医薬品などの市場におきましては、

訪日観光客のインバウンド消費に落ち着きが見られるものの、機能性表示食品制度に対応した新製品の発売、高機能

化粧品素材の需要増などにより堅調に推移いたしました。

このような状況のもと、機能性食品原料および化粧品原料分野では、新たな組織体制で新規顧客開拓、新規自社企

画商品・自社原料の開発、海外拠点を活用した海外顧客への営業活動の展開などに取り組んでまいりました。一般用

医薬品を主体とした卸売分野では、自社企画商品における企画の充実・提案活動の強化、海外向け販売およびＥＣサ

イト等への営業活動の展開、新規取扱商品の受注活動などに注力いたしました。その結果、機能性食品原料および化

粧品原料分野は、機能性食品において自社企画品の新規受注獲得に成果が得られましたが、一部のインバウンド消費

対象品の落ち込みの影響を受け、全体的には低調に推移いたしました。一般用医薬品を主体とした卸売分野では、新

規取扱品および海外向け販売には一定の成果が得られたとともに、インバウンド消費対象品の好調による下支えがあ

りましたが、新規自社企画商品および一部のＰＢ商品の苦戦により前年並みで推移いたしました。

通販化粧品市場におきましては、人口減少や少子高齢化の影響により国内化粧品市場に大幅な伸長が期待できない

状況の中、通販市場全体の拡大や異業種からの新規参入などにより市場全体では堅調に推移いたしました。

このような状況のもと、通販化粧品分野では、新規顧客の開拓・既存顧客へのプロモーション活動の強化に注力す

るとともに、テレビＣＭ放映対象製品の拡大、新製品の開発、海外展開の検討などに注力いたしました。その結果、

積極的なテレビＣＭの投下・プロモーション活動の展開、広告媒体拡大により主力製品群の販売が伸長し、好調に推

移いたしました。一方、海外展開の検討におきましては当初予定を下回る進捗となりました。

以上により、当事業全体の売上高は108億７千万円（同0.5％増）、営業利益は２千１百万円（同21.1％減）となり

ました。

 

化学品事業

表面処理薬品市場におきましては、プリント基板向け薬品がスマートフォンの需要が一段落したことや、前期多く

の企業が集中して設備投資を行ったことから当期の設備投資は一部の企業に限られるなど厳しい環境となりました。

電子部品向け薬品は受動部品などの電子部品が日系企業において好調を維持しております。車載部品向け薬品は、自

動車の高品質化に伴い市場規模は拡大しております。

このような状況のもと、表面処理薬品分野では、ビジネス拡大に向け海外展開の拡大や、電子部品向け薬品や車載

部品向け薬品においてさらなる製品開発に注力いたしました。表面処理設備分野では、他社との差別化を図るため顧

客が要求する次世代の微細回路形成に有効な新型装置の開発を進め、付加価値のある装置による販路の拡大と低下し

た価格の回復に注力いたしました。またグローバルな価格競争に対抗すべくグループ活動による最適地生産を強化

し、生産効率の向上や製造コストの削減を進めました。その結果、表面処理薬品分野では、国内大手メーカーでの新

規採用等がありましたが、新製品の投入の遅れや市場低迷の影響があり非常に厳しい状況で推移いたしました。表面

処理設備分野では、中国ローカル企業との新規取引が拡大しましたが、企業の設備投資低迷の影響があり全体として

は低調に推移いたしました。

以上により、当事業全体の売上高は26億１千万円（同37.8％減）、営業損失は３億２千１百万円（前年同期は１億

３千２百万円の営業損失）となりました。

 

食品事業

食品原料市場におきましては、少子高齢化が進行する国内市場のなか、個人消費の停滞感がみられるなど、市場環

境は先行き不透明な状況が続いております。またフードディフェンスを含めた食の安全性に対する取り組み強化が一

層求められております。

このような状況のもと、食品原料分野では、商品開発の効率化や生産コストの低減など顧客の問題解決に主眼をお

いた新規原料の提案活動、既存原料の拡販活動、関連会社を軸とした受託加工の推進に取り組みました。新規原料の

提案活動と既存原料の拡販では天然調味料などの販売が堅調に推移いたしましたが、受託加工の推進は低調に推移い

たしました。

以上により、当事業全体の売上高は18億８千９百万円（前年同期比3.1％減）、営業損失は１千４百万円（前年同

期は７百万円の営業損失）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローは増加、投資活動によるキャッシュ・フローは減少、財務活動によるキャッシュ・フローは減少、これ

に現金及び現金同等物に係る換算差額を加えた全体で３億６千万円の減少となり、当第２四半期連結会計期間末にお

ける資金残高は41億５百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動により増加した資金は１億５千１百万円（前年同四半期比５億７千４

百万円減）となりました。これは、主に、税金等調整前四半期純利益３億１千１百万円、減価償却費４億５千９百万

円、仕入債務の減少額６億６千１百万円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動により減少した資金は２億５千７百万円（前年同四半期比１億５千２

百万円減）となりました。これは、主に、有形固定資産の取得による支出３億４千２百万円、有形固定資産の売却に

よる収入９千８百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により減少した資金は２億１百万円（前年同四半期比３億６千４百万

円増）となりました。これは、主に、短期借入金の増加額２億円、自己株式の取得による支出１億５百万円、配当金

の支払額１億円、ファイナンス・リース債務の返済による支出１億１千２百万円等によるものであります。

 

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費総額は４億１千８百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 136,000,000

計 136,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成28年５月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年７月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 34,147,737 34,147,737
㈱東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株

計 34,147,737 34,147,737 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年３月１日～

平成28年５月31日
－ 34,147,737 － 2,572,382 － 4,205,222
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（６）【大株主の状況】

 

  平成28年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

明治通商株式会社 東京都中央区日本橋本町4-8-2 2,007 5.87

有限会社ケーアイ社 東京都新宿区矢来町53-1 1,764 5.16

株式会社ヘルスケア・キャピタル 三重県津市西丸之内36-25 1,663 4.87

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 1,188 3.48

岩城　修 東京都新宿区矢来町 970 2.84

イワキ従業員持株会 東京都中央区日本橋本町4-8-2 938 2.74

ＣＢＮＹ ＤＦＡ ＩＮＴＬ ＳＭＡ

ＬＬ ＣＡＰ ＶＡＬＵＥ ＰＯＲＴ

ＦＯＬＩＯ　（注）１

388 GREENWICH STREET, NEW YORK, NEW YORK

10013, U.S.A.
777 2.27

株式会社大阪ソーダ 大阪府大阪市西区阿波座1-12-18 658 1.92

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社　（注）２
東京都港区浜松町2-11-3 635 1.85

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（注）２
東京都中央区晴海1-8-11 588 1.72

計 － 11,190 32.77

　（注）１．常任代理人はシティバンク銀行株式会社（東京都新宿区新宿6-27-30）であります。

　　　　２．信託業務に係る株式数は、1,223千株であります。

　　　　３．上記のほか、自己株式が899千株（2.63％）あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　　　892,000

（相互保有株式）

普通株式　　　　7,000

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,673,000 32,673 －

単元未満株式 普通株式　　575,737 － －

発行済株式総数 34,147,737 － －

総株主の議決権 － 32,673 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式 2,000株（議決権の数 ２個）が含ま

れております。

 

②【自己株式等】

平成28年５月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

イワキ株式会社

東京都中央区日本

橋本町4-8-2
892,000 － 892,000 2.61

（相互保有株式）

ボーエン化成株式

会社

埼玉県和光市新倉

7-9-32
7,000 － 7,000 0.02

計 － 899,000 － 899,000 2.63

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平

成28年５月31日まで）および第２四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,562,550 4,322,264

受取手形及び売掛金 13,193,219 12,865,305

電子記録債権 1,608,370 1,833,308

商品及び製品 3,400,549 3,008,327

仕掛品 1,065,080 1,284,212

原材料及び貯蔵品 780,391 889,188

その他 711,591 707,716

貸倒引当金 △67,666 △71,049

流動資産合計 25,254,088 24,839,274

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 8,422,395 8,341,652

減価償却累計額 △5,730,938 △5,733,424

建物及び構築物（純額） 2,691,456 2,608,227

機械装置及び運搬具 7,809,579 7,887,620

減価償却累計額 △6,898,682 △7,023,678

機械装置及び運搬具（純額） 910,896 863,941

土地 3,494,358 3,411,673

その他 3,339,169 3,363,226

減価償却累計額 △2,324,077 △2,445,878

その他（純額） 1,015,091 917,347

有形固定資産合計 8,111,803 7,801,191

無形固定資産 246,857 206,001

投資その他の資産   

投資有価証券 3,494,143 3,231,416

その他 1,148,682 1,017,814

貸倒引当金 △214,755 △203,743

投資その他の資産合計 4,428,070 4,045,487

固定資産合計 12,786,731 12,052,679

資産合計 38,040,819 36,891,954
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,737,225 8,245,235

電子記録債務 3,242,699 3,049,002

短期借入金 2,287,500 2,452,500

未払費用 1,273,358 1,340,645

未払法人税等 252,397 235,363

返品調整引当金 13,400 14,200

製品保証引当金 12,836 9,615

賞与引当金 39,491 40,006

その他 916,064 743,955

流動負債合計 16,774,972 16,130,523

固定負債   

長期借入金 1,040,000 1,010,000

退職給付に係る負債 1,591,529 1,596,645

繰延税金負債 599,846 504,212

その他 675,803 579,226

固定負債合計 3,907,179 3,690,084

負債合計 20,682,151 19,820,608

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,572,382 2,572,382

資本剰余金 4,206,965 4,188,979

利益剰余金 9,234,540 9,333,900

自己株式 △87,352 △193,227

株主資本合計 15,926,536 15,902,034

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,233,039 1,068,629

繰延ヘッジ損益 113 116

為替換算調整勘定 150,915 40,231

退職給付に係る調整累計額 48,061 60,334

その他の包括利益累計額合計 1,432,130 1,169,311

純資産合計 17,358,667 17,071,346

負債純資産合計 38,040,819 36,891,954
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

売上高 27,516,536 26,844,987

売上原価 21,993,547 21,460,987

売上総利益 5,522,989 5,384,000

販売費及び一般管理費 ※ 5,124,703 ※ 5,052,680

営業利益 398,285 331,319

営業外収益   

受取利息 1,324 711

受取配当金 20,070 21,204

受取賃貸料 38,913 36,704

有価証券償還益 66,836 －

その他 52,255 59,016

営業外収益合計 179,399 117,637

営業外費用   

支払利息 25,028 20,357

持分法による投資損失 11,748 670

賃借料 23,214 23,214

為替差損 5,772 50,350

その他 23,764 16,125

営業外費用合計 89,527 110,718

経常利益 488,157 338,239

特別利益   

固定資産売却益 － 949

投資有価証券売却益 － 25,517

特別利益合計 － 26,467

特別損失   

固定資産処分損 2,719 2,001

投資有価証券売却損 － 462

過年度決算訂正関連費用 － 50,811

特別損失合計 2,719 53,275

税金等調整前四半期純利益 485,438 311,431

法人税、住民税及び事業税 225,115 222,207

法人税等調整額 50,149 △5,778

法人税等合計 275,265 216,428

四半期純利益 210,173 95,002

親会社株主に帰属する四半期純利益 210,173 95,002
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

四半期純利益 210,173 95,002

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 306,183 △163,333

繰延ヘッジ損益 △2,655 2

為替換算調整勘定 18,227 △73,785

退職給付に係る調整額 2,368 12,273

持分法適用会社に対する持分相当額 670 △1,077

その他の包括利益合計 324,794 △225,920

四半期包括利益 534,967 △130,918

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 534,967 △130,918
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 485,438 311,431

減価償却費 456,055 459,678

持分法による投資損益（△は益） 11,748 670

有価証券償還損益（△は益） △66,836 －

投資有価証券売却損益（△は益） △13 △25,517

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,654 5,437

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18,978 19,005

受取利息及び受取配当金 △21,394 △21,916

支払利息 25,028 20,357

為替差損益（△は益） 2,797 45,605

過年度決算訂正関連費用 － 50,811

売上債権の増減額（△は増加） 210,322 99,569

たな卸資産の増減額（△は増加） △197,975 82,963

仕入債務の増減額（△は減少） 29,651 △661,734

未払費用の増減額（△は減少） 87,234 67,214

その他 △29,055 △7,523

小計 1,019,632 446,053

利息及び配当金の受取額 22,054 22,246

利息の支払額 △25,194 △20,509

役員退職慰労金の支払額 △20,410 △19,110

法人税等の支払額 △275,038 △245,623

法人税等の還付額 4,498 18,811

過年度決算訂正関連費用の支払額 － △50,811

営業活動によるキャッシュ・フロー 725,542 151,057

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） － △37,000

有価証券の償還による収入 209,903 －

有形固定資産の取得による支出 △297,045 △342,569

有形固定資産の売却による収入 30 98,318

無形固定資産の取得による支出 △8,717 △14,957

投資有価証券の取得による支出 △3,800 △3,740

投資有価証券の売却による収入 55 42,743

貸付けによる支出 340 －

保険積立金の払戻による収入 991 －

その他 △6,380 △176

投資活動によるキャッシュ・フロー △104,624 △257,381

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △65,000 △65,000

自己株式の取得による支出 △1,159 △105,875

配当金の支払額 △101,078 △100,208

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △98,998 △112,437

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △17,985

財務活動によるキャッシュ・フロー △566,235 △201,507

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,312 △52,637

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,994 △360,469

現金及び現金同等物の期首残高 4,006,060 4,382,506

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 83,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,073,054 ※ 4,105,221
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第２四半期連結会計期間（自平成28年３月１日　至平成28年５月31日)

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第２四半期連結累計期間（自平成27年12月１日　至平成28年５月31日）

当第２四半期連結会計期間より、弘塑電子設備（上海）有限公司、Tokyo Kakoki Co.,Ltd.(Cayman)の重要性が

増したため、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ17,985

千円増加しております。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金が17,985千円減少しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間より適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間（自平成27年12月１日　至平成28年５月31日）

　該当事項はありません。
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（追加情報）

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法

人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は従来の32.3％から平成28年12月１日に開始する連結会計年度及び平成29年12月１日に開始する

連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については30.9％に、平成30年12月１日に開始する連結会計年度以降

に解消が見込まれる一時差異については30.6％となります。

この税率変更により、繰延税金負債（繰延税金資産を控除した金額）が19,263千円減少し、その他有価証券評

価差額金が26,546千円、法人税等調整額が5,856千円、退職給付に係る調整累計額が△1,426千円それぞれ増加し

ております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．当座借越契約及びコミットメントライン契約

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座借越契約及び取引銀行３行とコミッ

トメントライン契約を締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　なお、前連結会計年度は、当社において取引銀行４行とリボルビング・クレジット・ファシリティ契約を締結

しておりました。

 
前連結会計年度

（平成27年11月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年５月31日）

リボルビング・クレジット・ファシリティ

の総額
6,000,000千円 －

当座借越極度額及びコミットメントライン

の総額
－ 7,440,000千円

借入実行残高 1,800,000 2,000,000

差引額 4,200,000 5,440,000

　上記のコミットメントライン契約について、以下の財務制限条項が付されております（契約ごとに条項は異な

りますが、主なものを記載しております）。

①　年度決算期末における連結貸借対照表の純資産の部の金額が、直前の年度決算期末および平成27年11月決算

期末における連結貸借対照表の純資産の部の金額の75パーセントを、それぞれ下回らないこと。

②　年度決算期末における連結損益計算書の経常損益の額が２期連続して損失とならないこと。

 

２．偶発債務

　当社連結子会社岩城製薬株式会社（以下、岩城製薬という。）は、平成24年12月14日より発売した尋常性乾癬

等角化治療剤マキサカルシト－ル軟膏の原料につき、平成25年２月19日中外製薬株式会社より岩城製薬を含む製

販３社および原料輸入業者の計４社に対し特許侵害訴訟を提起されておりましたが、平成28年３月25日知的財産

高等裁判所より岩城製薬を含む４社の主張を棄却する判決が言い渡されました。岩城製薬を含む４社はこれを不

服として平成28年４月７日に最高裁判所へ上告受理申立を行っております。

　なお、当該原料を使用した製品につきましては、平成27年２月25日の東京地方裁判所仮処分発令により販売を

中止し、平成27年10月15日より本訴訟の対象外の製法による原料を使用し製造販売しております。

　この特許侵害に関連し、平成27年８月10日中外製薬株式会社より岩城製薬を含む製販３社に対し損害賠償請求

訴訟が提起され、現在弁論準備の段階となっております。

　このため本訴訟につきましては、現時点において当社の連結業績に及ぼす影響は不明であります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日
　　至 平成27年５月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年12月１日
　　至 平成28年５月31日）

荷造運搬費 656,856千円 634,562千円

貸倒引当金繰入額 △2,553 15,374

報酬及び給料手当 1,771,434 1,703,237

退職給付費用 144,696 133,019

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年12月１日
至 平成28年５月31日）

現金及び預金勘定 4,290,586千円 4,322,264千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △217,531 △217,043

現金及び現金同等物 4,073,054 4,105,221

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年12月１日　至平成27年５月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月26日

定時株主総会
普通株式 101,308 3.0 平成26年11月30日 平成27年２月27日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年７月13日

取締役会
普通株式 101,293 3.0 平成27年５月31日 平成27年８月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年12月１日　至平成28年５月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月26日

定時株主総会
普通株式 101,278 3.0 平成27年11月30日 平成28年２月29日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月14日

取締役会
普通株式 99,765 3.0 平成28年５月31日 平成28年８月８日 利益剰余金

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年４月12日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、自己株式499,000株の取得を行いました。この結果、

当第２四半期連結累計期間にて自己株式が104,898千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式

残高は193,227千円となっています。

　なお、当該決議に基づく自己株式の取得につきましては、平成28年４月26日をもって終了しています。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年12月１日　至平成27年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 医薬・ＦＣ ＨＢＣ 化学品 食品 計

売上高          

(1)外部顧客へ

の売上高
9,381,621 10,814,848 4,197,348 1,950,021 26,343,840 1,172,695 27,516,536 － 27,516,536

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

396,053 23,523 6,500 － 426,077 949 427,026 △427,026 －

計 9,777,674 10,838,372 4,203,849 1,950,021 26,769,917 1,173,644 27,943,562 △427,026 27,516,536

セグメント利益

又は損失(△)
509,614 27,067 △132,940 △7,150 396,591 1,531 398,122 162 398,285

（注）１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、動物用医薬品の卸売、保険薬局

の経営等を含んでおります。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額162千円には、セグメント間取引消去△24千円および棚卸資産の

調整額187千円が含まれております。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　「Ⅱ　当第２四半期連結累計期間　２．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおりです。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年12月１日　至平成28年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 医薬・ＦＣ ＨＢＣ 化学品 食品 計

売上高          

(1)外部顧客へ

の売上高
10,234,090 10,870,259 2,610,347 1,889,045 25,603,742 1,241,245 26,844,987 － 26,844,987

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

271,676 13,351 4,870 － 289,898 246 290,144 △290,144 －

計 10,505,767 10,883,610 2,615,218 1,889,045 25,893,641 1,241,491 27,135,132 △290,144 26,844,987

セグメント利益

又は損失(△)
613,609 21,366 △321,750 △14,664 298,560 33,719 332,280 △960 331,319

（注）１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、動物用医薬品の卸売、保険薬局

の経営等を含んでおります。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額△960千円には、セグメント間取引消去△25千円および棚卸資産

の調整額△934千円が含まれております。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、顧客・取引先の課題解決に向けた様々なニーズに当社グループのあらゆる機能

で応える「策揃え」を実現するため、当社グループが既に持つビジネスをバリューチェーンが見通せる単位に事

業を再構成したことに伴い、報告セグメントを従来の区分から、以下の４区分に変更しております。

 

「医薬・FC（Fine Chemical）事業」

　医薬品・医薬品原料の製造および販売、体外診断薬・研究用試薬の卸売、医療機器の販売など

 

「HBC（Health & Beauty Care）事業」

　化粧品原料・機能性食品原料の販売、一般用医薬品および関連商品の卸売、化粧品の通信販売など

 

「化学品事業」

　表面処理薬品・電子工業薬品・化成品の製造および販売など

 

「食品事業」

　食品原料の製造および販売など

 

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6円22銭 2円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
210,173 95,002

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
210,173 95,002

普通株式の期中平均株式数（株） 33,764,863 33,614,368

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成28年７月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………99百万円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日………平成28年８月８日

（注）　平成28年５月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年７月14日

イワキ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 原田　　清朗　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大立目　克哉　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイワキ株式会社

の平成27年12月１日から平成28年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平成28

年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イワキ株式会社及び連結子会社の平成28年５月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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